
北海道土地改良事業団体連合会 会報

道民の財産、「水」「土」「里」を次代へ引き継ごう　
　「水
み

土
ど

里
り

ネット北海道」は北海道土地改良事業団体連合会の愛称です　

！
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　国営かんがい排水事業ぴっぷ地区（H15～H27）の実施により、用水管理にゆとりが生まれた若手農業者 ５ 名で
農業生産法人「㈱NexPeaK(ネクスピーク)」を設立。比布町特産のイチゴを冬期間にも出荷しようと冬イチゴ�

「紅ほっぺ」の栽培に取り組んでいる。同法人取締役の片澤英幸さん（４３）（＝写真）は「甘みと酸味のバランスが�
とれた自慢のイチゴを楽しんで」と太鼓判を押す。収穫は ６ 月まで続く。� （写真提供：比布町）

若手が起業。甘みと酸味を楽しんで！

●北海道における農業農村整備の展開方向を考える
北海道水土里ネットセミナーを開催 �   ❷

●通常総会附議事項などを承認
第５回理事会 �   ❸

●�今後の土地改良区に期待されている役割と 
対応方向について確認
第２回土地改良区委員会 �   ❹

●土地改良区が抱える課題などを共有
土地改良区参事・事務局長会議 �   ❺

●令和５年度通常総会に附議すべき事項などを審議 �   ❸
　総務金融委員会
●本部・支部の連携強化を確認 �   ❹
　支部事務局長会議
●令和６年度事業計画等を協議 �   ❺
　管理運営体制強化、受益農地管理強化の両委員会を開催
●土地改良事業功労で５氏に栄誉 �   ❻
　北海道産業貢献賞
●監査実務等の理解を深める �   ❼
　土地改良区監査実務等向上研修会
●本会２名の技術職員が栄誉に輝く �   ❼
　後志総合振興局・檜山振興局優秀技術者等表彰
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改
良
事
業
を
め

ぐ
る
情
勢
」
に

つ
い
て
、食
料
・

農
業
・
農
村
政

策
の
新
た
な
展

開
方
向
に
基
づ

く
施
策
の
全
体
像
を
説
明
し
、
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
の
改
正
の
方
向
性
、
工
程
表
、

具
体
的
な
施
策
の
案
を
示
し
た
。
ま
た
、
今

後
の
土
地
改
良
区
に
期
待
さ
れ
る
役
割
に
つ

い
て
、「
農
業
者
に
プ
ラ
ス
と
な
る
営
農
環
境

の
実
現
や
、
慣
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
役
割
分

担
の
再
構
築
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
、
人
・
財
務
・
組
織
の
不
断
の
見
直
し
を

行
い
、
土
地
改
良
区
自
身
の
運
営
基
盤
の
強

化
を
図
る
必
要
が
あ
る
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

鈴
木
主
査
は

「
気
候
変
動
が

北
海
道
に
及
ぼ

す
影
響
」
に
つ

い
て
、
道
内
の

気
温
や
降
水
等

の
変
化
か
ら
考
え
ら
れ
る
、
農
作
物
へ
の
影

響
に
つ
い
て
説
明
。「
農
作
物
へ
の
影
響
は
、

マ
イ
ナ
ス
面
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
プ
ラ
ス

面
を
最
大
限
活
か
す
努
力
が
必
要
に
な
る
。

気
候
変
動
を
考
慮
し
た
地
域
づ
く
り
に
向

け
、
地
域
に
根
差
し
た
情
報
提
供
・
適
応
策

の
検
討
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
」と
述
べ
た
。

　

日
置
部
長
は
「
北
海
道
の
土
地
改
良
の
歴

史
と
展
開
方
向
」
を
テ
ー
マ
に
、
北
海
道
農

業
お
よ
び
北
海
道
の
土
地
改
良
事
業
の
歴
史

　
本
会
は
１
月
25
日
、
約
３
０
０
名
の
参
加

を
得
て
、
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
令
和
５
年

度
北
海
道
水
土
里
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い

た
。
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
の
鈴
木
大
造

土
地
改
良
企
画
課
長
、
地
方
独
立
行
政
法
人

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環

境
・
地
質
研
究
所
の
鈴
木
啓
明
主
査
、
北
海

道
開
発
局
の
日
置
秀
彦
農
業
水
産
部
長
、
都

道
府
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
会
長
会

議
顧
問
の
宮
崎
雅
夫
参
議
院
議
員
を
講
師
に

招
き
、
北
海
道
農
業
の
現
状
と
課
題
や
、
今

後
の
農
業
農
村
整
備
の
展
開
方
向
な
ど
に
つ

い
て
認
識
を
深
め
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶

に
立
っ
た
本
会

の
菊
地
博
会
長

は
、
農
業
農
村

を
め
ぐ
る
情
勢

に
つ
い
て
「
国

で
は
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直

し
の
具
体
的
な
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
新
た
な
基
本
法
が
、
食
に
対
す
る
国
民

の
不
安
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
農
業
者
が

意
欲
を
持
っ
て
営
農
に
取
り
組
め
る
も
の
と

な
る
よ
う
期
待
す
る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、

令
和
６
年
度
農
業
農
村
整
備
関
連
の
国
費
予

算
に
つ
い
て
「
昨
年
を
上
回
る
予
算
を
措
置

し
て
い
た
だ
い
た
。こ
れ
も
会
員
を
は
じ
め
、

多
く
の
土
地
改
良
関
係
者
の
要
請
行
動
の
成

果
。
本
会
と
し
て
も
、
会
員
の
皆
様
に
対
す

る
技
術
援
助
等
を
通
じ
、
事
業
の
円
滑
な
推

進
に
尽
力
し
て
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
鈴
木
課
長
か
ら
「
土
地

に
つ
い
て
、
道

内
の
事
業
実
施

事
例
等
を
交
え

て
紹
介
。
今
後

の
具
体
的
な
展

開
方
向
に
つ
い

て
、「
農
作
業
の
効
率
化
と
高
付
加
価
値
化
の

両
立
、
農
業
水
利
施
設
の
計
画
的
な
保
全
・

更
新
、
機
能
向
上
、
気
候
変
動
等
に
対
応
し

た
流
域
治
水
対
策
等
を
引
き
続
き
推
進
す

る
」
と
述
べ
、「
土
地
改
良
予
算
が
安
定
的
に

確
保
で
き
な
い
と
事
業
の
推
進
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
。今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
を
」

と
呼
び
か
け
た
。

　

宮
崎
議
員
は

土
地
改
良
関
係

予
算
・
制
度
の

状
況
に
つ
い

て
、「
来
年
度
予

算
は
、
今
年
度

に
比
べ
る
と
１
０
６
億
円
上
回
る
６
２
４
０

億
円
を
確
保
し
て
い
る
が
、
一
方
で
、
物
価

の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
工
事
価
格
が
増
加
す

る
中
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
予
算
の
確
保
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
課
題
。
令
和
７
年
度
の

予
算
確
保
に
向
け
て
進
藤
議
員
と
一
緒
に
取

り
組
ん
で
い
く
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

「
農
政
の
憲
法
と
言
わ
れ
る
基
本
法
が
、
令

和
６
年
通
常
国
会
で
審
議
さ
れ
る
。
皆
様
の

ご
意
見
等
を
踏
ま
え
、
し
っ
か
り
議
論
を
進

め
て
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

道内から約300名の参加を得て開かれた水土里ネットセミナー

 

北
海
道
水
土
里
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

北
海
道
に
お
け
る

農
業
農
村
整
備
の
展
開
方
向
を
考
え
る
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本
会
は
３
月
１
日
、
第
５
回
理
事
会
を
本

会
会
議
室
で
開
き
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画

及
び
収
入
支
出
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
令
和

５
年
度
通
常
総
会
に
附
議
す
べ
き
事
項
等
に

つ
い
て
審
議
し
、
原
案
通
り
承
認
し
た
。
事

業
計
画
で
は
、
本
会
第
９
次
中
期
計
画
の
業

務
推
進
の
基
本
方
向
に
則
り
事
業
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
、
会
員
に
対
す
る
技
術
援
助
や

国
、
道
に
対
す
る
技
術
協
力
、
食
料
・
農

業
・
農
村
政
策
の
新
た
な
展
開
方
向
の
実
現

に
必
要
な
施
策
な
ど
の
調
査
・
検
討
等
を
重

点
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　

冒
頭
、
菊
地
博
会
長
は
挨
拶
に
立
ち
、「
国

に
お
い
て
は
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

の
改
正
に
合
わ
せ
、
土
地
改
良
法
な
ど
の
関

連
法
案
や
具
体
的
な
施
策
の
検
討
を
予
定
し

て
い
る
。
本
会
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
動
き

を
注
視
し
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
施
策
が

展
開
さ
れ
る
よ
う
会
員
か
ら
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
道
な
ど
と
も
連
携
し
、
必
要
な
対
策

を
国
に
求
め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

議
事
で
は
、
菊
地
会
長
を
議
長
に
、
５
年

度
通
常
総
会
の
招
集
及
び
総
会
に
附
議
す
べ

き
事
項
や
本
会
規
程
の
一
部
改
正
な
ど
に
つ

い
て
審
議
し
た
。

　

通
常
総
会
を
３
月
28
日
に
招
集
す
る
ほ

か
、
総
会
に
附
議
す
べ
き
事
項
の
５
年
度
補

正
予
算
や
６
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
の
設

定
、
各
種
事
業
賦
課
金
の
賦
課
基
準
及
び
徴

収
方
法
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お

り
承
認
し
た
。

　

６
年
度
事
業
計
画
の
基
本
方
針
で
は
、
本

会
第
９
次
中
期
計
画
の
業
務
推
進
の
基
本
方

向
に
則
り
、
会
員
の
共
同
利
益
の
増
進
と
負

託
に
応
え
る
た
め
、
会
員
に
対
す
る
技
術
援

助
や
国
、道
に
対
す
る
技
術
協
力
を
は
じ
め
、

農
業
農
村
整
備
に
精
通
し
た
人
材
の
確
保
・

育
成
な
ど
に
努
め
、
協
同
組
織
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
く

｜

と
し
、
技
術
援
助
・

協
力
や
会
員
支
援
、
日
本
型
直
接
支
払
の
推

進
支
援
、
農
地
等
地
図
情
報
運
用
支
援
、
施

設
管
理
支
援
、
土
地
改
良
事
業
に
関
す
る
調

査
研
究
、
土
地
改
良
負
担
金
対
策
な
ど
に
加

え
て
、
水
田
の
畑
地
化
促
進
に
よ
る
地
域
農

業
へ
の
影
響
や
課
題
・
対
応
策
や
、
食
料
・

農
業
・
農
村
政
策
の
新
た
な
展
開
方
向
の
実

現
に
必
要
な
施
策
な
ど
の
調
査
・
検
討
に
つ

い
て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
計
画
等
に
対
応
す
る
た
め

に
45
億
３
千
万
円
の
６
年
度
予
算
を
計
上

し
、
通
常
総
会
に
提
案
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
令
和
６
年
11
月
竣
工
予
定
の

深
川
事
業
所
の
建
設
に
係
る
事
業
強
化
調
整

積
立
金
等
の
費
消
、
職
員
の
服
務
・
給
与
規

程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認
し

た
。

認
し
た
。

　

委
員
会
に
は
、
硲
一
寿
委
員
長
（
興
部
町

長
）、
河
村
康
英
副
委
員
長
（
渡
島
平
野
土

地
改
良
区
理
事
長
）
を
は
じ
め
委
員
９
名
の

ほ
か
、
藤
田
二
専
務
、
本
間
勤
常
務
を
は
じ

め
本
会
役
職
員
が
出
席
。
議
事
で
は
、
審
議

事
項
と
し
て
、
令
和
５
年
度
通
常
総
会
の
招

集
及
び
総
会
に
附
議
す
べ
き
事
項
と
し
て
、

令
和
５
年
度
収
入
支
出
補
正
予
算
、
令
和
６

年
度
事
業
計
画
及
び
収
入
支
出
予
算
の
設

定
、
一
般
賦
課
金
及
び
特
別
賦
課
金
の
賦
課

基
準
並
び
に
徴
収
方
法
、
役
員
の
選
任
な
ど

に
つ
い
て
審
議
。
ま
た
、
令
和
６
年
11
月
竣

工
予
定
の
深
川
事
業
所
の
建
設
に
係
る
事
業

強
化
調
整
積
立
金
等
の
費
消
な
ど
に
つ
い
て

審
議
を
行
い
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

　
本
会
は
２
月
20
日
、
令
和
５
年
度
第
２
回

総
務
金
融
委
員
会
を
本
会
会
議
室
で
開
き
、

令
和
５
年
度
通
常
総
会
の
招
集
及
び
令
和
５

年
度
収
入
支
出
補
正
予
算
な
ど
総
会
に
附
議

す
べ
き
事
項
を
審
議
し
た
ほ
か
、
規
程
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承

３月１日に開かれた理事会

      2月20日に開いた総務金融委員会

通
常
総
会
附
議
事
項
な
ど
を
承
認第

５
回
理
事
会

令
和
５
年
度
通
常
総
会
に

附
議
す
べ
き
事
項
な
ど
を
審
議

総
務
金
融
委
員
会
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今
後
の
土
地
改
良
区
に
期
待
さ
れ
て
い

る
役
割
と
対
応
方
向
に
つ
い
て
確
認

第
２
回
土
地
改
良
区
委
員
会

　
本
会
は
１
月
25
日
、
本
会
会
議
室
で
令
和

５
年
度
第
２
回
土
地
改
良
区
委
員
会
（
委
員

長
＝
河
村
康
英
・
渡
島
平
野
土
地
改
良
区
理

事
長
）
を
開
い
た
。
令
和
６
年
度
農
業
農
村

整
備
事
業
に
関
す
る
国
費
予
算
の
概
要
を
確

認
し
た
ほ
か
、
今
後
の
土
地
改
良
区
に
期
待

さ
れ
て
い
る
役
割
と
対
応
方
向
な
ど
６
項
目

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
。

　

委
員
会
に
は
、
委
員
10
名
の
ほ
か
、
本
会

の
藤
田
二
専
務
、
本
間
勤
常
務
を
は
じ
め
本

会
役
職
員
、
道
農
政
部
農
村
振
興
局
農
業
施

設
管
理
課
の
高
山
洋
人
指
導
管
理
担
当
課
長

ほ
か
担
当
職
員
が
出
席
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
河
村
委
員
長
は
、

道
農
政
部
の
出
席
に
感
謝
を
述
べ
た
後
、
水

田
の
畑
地
化
に
つ
い
て
「
今
後
、
畑
地
化
の

促
進
に
伴
い
、
土
地
改
良
事
業
の
推
進
や
土

地
改
良
区
運
営
な
ど
、
地
域
農
業
に
と
っ
て

大
き
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
課

題
の
把
握
と
必
要
な
対
策
な
ど
を
引
き
続
き

国
に
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
と
も

委
員
の
皆
様
と
情
報
を
共
有
し
、
議
論
を
重

ね
て
参
り
た
い
」
と
協
力
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
高
山
課
長
は
、「
本
道
へ
の
関
係
国

費
予
算
の
措
置
状
況
は
、
農
業
農
村
整
備
事

業
で
は
、
補
正
予
算
と
６
年
度
当
初
予
算
総

額
で
１
２
５
４
億
円
、
そ
の
う
ち
６
年
度
当

初
予
算
は
、前
年
度
当
初
予
算
と
の
比
較
で
、

１
０
０
・
１
％
の
７
９
６
億
円
と
な
っ
て
い

る
。
引
き
続
き
、
農
業
農
村
整
備
を
計
画
的

か
つ
、
着
実
に
推
進
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
」 

と
述
べ
た
。

　

議
事
で
は
、
は
じ
め
に
道
農
村
設
計
課
の

関
根
健
二
主
幹
が
令
和
６
年
度
国
費
予
算
概

算
決
定
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
。
物
価
高
騰

の
影
響
で
厳
し
い
予
算
状
況
の
中
、「
予
算
を

確
保
で
き
た
こ
と
は
、
土
地
改
良
関
係
者
の

協
力
が
あ
っ
た
か
ら
」
と
感
謝
を
述
べ
、
全

道
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
多
く
の
整
備
要
望

に
対
し
て
、「
必
要
な
予
算
総
額
を
確
保
し
て

い
く
た
め
に
は
、
事
業
効
果
を
交
え
た
要
請

が
効
果
的
だ
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
通
常
国
会
へ
の
改
正

案
の
提
出
が
予
定
さ
れ
て
い
る
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
に
つ
い
て
、
国
が
取
り
ま
と
め

た
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
の
新
た
な
展
開

方
向
と
具
体
的
な
施
策
の
内
容
、
施
策
の
実

施
に
向
け
た
工
程
な
ど
を
確
認
し
た
。

　

次
に
、
道
農
業
施
設
管
理
課
の
石
川
功
課

長
補
佐
が
今
後
の
土
地
改
良
区
に
期
待
さ
れ

て
い
る
役
割
と
対
応
方
向
に
つ
い
て
説
明
。

令
和
７
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
土
地
改
良
法

の
改
正
等
で
は
、
意
欲
的
な
土
地
改
良
区
の

取
組
を
後
押
し
で
き
る
よ
う
な
制
度
的
な
枠

組
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
水
活
交
付
金
の
見
直
し
に
伴

う
土
地
改
良
施
設
の
管
理
等
に
与
え
る
影
響

等
や
、
員
外
監
事
の
選
任
等
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
た
。

　

当
日
出
席
し
た
委
員
長
以
外
の
委
員
は
次

の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

　
（
副
委
員
長
）

▽
榎
本
好
男
（
て
し
お
が
わ
土
地
改
良
区
理

事
長
）

　
（
委
員
）

▽
大
滝
崇
夫
（
恵
庭
土
地
改
良
区
理
事
長
）

▽
阪
口
徳
幸
（
新
十
津
川
同
）
▽
佐
々
木
辰

善（
大
雪
同
）▽
酒
井
誠
一（
狩
場
利
別
同
）

▽
阿
部
修
一（
安
平
町
同
）▽
西
保
明
裕（
帯

広
市
同
）
▽
岩
崎
隆
幸
（
北
見
同
）
▽
荒
木

俊
彦
（
オ
ロ
ロ
ン
同
）

　
本
会
は
２
月
21
日
、
令
和
５
年
度
第
２
回

支
部
事
務
局
長
会
議
を
本
会
会
議
室
で
開

き
、
６
年
度
の
事
業
計
画
や
支
部
運
営
費
の

割
当
額
等
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

　

会
議
に
は
支
部
事
務
局
長
の
ほ
か
、
本
会

の
藤
田
二
専
務
、
本
間
勤
常
務
ら
が
出
席
。

　

冒
頭
、
藤
田
専
務
が
挨
拶
に
立
ち
、
令
和

６
年
度
国
費
予
算
の
確
保
に
向
け
た
各
支
部

の
要
請
活
動
等
の
取
組
み
に
対
し
て
感
謝
を

述
べ
、
本
会
事
業
の
円
滑
な
運
営
・
推
進
に
向

け
た
支
部
の
協
力
と
連
携
の
強
化
を
求
め
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、
支
部
運
営
費
の
５
年
度
割

当
見
込
額
や
６
年
度
の
賦
課
基
準
案
、
支
部
運

営
費
割
当
額
の
当
初
案
な
ど
を
協
議
し
た
。

本
部
・
支
部
の
連
携
強
化
を
確
認

支
部
事
務
局
長
会
議

1月25日に開いた第2回土地改良区委員会

2月21日に開いた支部事務局長会議
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本
会
は
２
月
14
日
、
札
幌
市
内
で
令
和
５

年
度
土
地
改
良
区
参
事
・
事
務
局
長
会
議
を

開
き
、
全
道
か
ら
参
事
・
事
務
局
長
ら
約
60

名
が
出
席
。
道
農
政
部
農
村
振
興
局
農
業
施

設
管
理
課
の
高
山
洋
人
指
導
管
理
担
当
課
長

ほ
か
担
当
職
員
の
出
席
を
得
て
、
土
地
改
良

区
を
取
り
巻
く
情
勢
を
確
認
し
、
課
題
や
懸

案
事
項
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
本
会
の
藤

田
二
専
務
は
、
道
農
政
部
の
出
席
に
感
謝
を

述
べ
た
後
、「
国
で
は
、
令
和
６
年
通
常
国
会

に
お
い
て
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の

改
正
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
併
せ
て
、

土
地
改
良
関
係
制
度
に
つ
い
て
も
議
論
が
さ

れ
て
お
り
、
令
和
７
年
に
土
地
改
良
法
の
見

直
し
が
行
わ
れ
る
予
定
と
の
こ
と
か
ら
、
国

に
対
し
て
、
地
域
の
声
を
聞
い
て
ほ
し
い
と

お
願
い
し
て
い
る
。
今
後
、
皆
さ
ん
の
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
国
と
の
意
見
交
換
や
必
要

に
応
じ
た
要
請
な
ど
を
行
っ
て
い
く
の
で
、

協
力
を
お
願
い
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

会
議
で
は
、
道
農
政
部
農
村
設
計
課
の
関

根
健
二
主
幹
か
ら
令
和
６
年
度
国
費
予
算
概

算
決
定
の
概
要
と
、
同
農
業
施
設
管
理
課
の

竹
内
靖
係
長
か
ら
土
地
改
良
区
に
お
け
る
不

祥
事
件
の
未
然
防
止
と
男
女
共
同
参
画
の
推

進
、
今
後
の
土
地
改
良
区
に
期
待
さ
れ
て
い

る
役
割
と
対
応
方
向
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
た
。

　

本
会
か
ら
は
、
国
が
示
し
た
食
料
・
農
業
・

農
村
政
策
の
新
た
な
展
開
方
向
と
、
昨
年
11

月
に
農
水
省
と
意
見
交
換
を
実
施
し
た
水
活

交
付
金
の
見
直
し
に
伴
う
土
地
改
良
施
設
の

管
理
等
に
与
え
る
影
響
等
に
つ
い
て
情
報
提

供
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
組
合
員
が
減
少
す
る
中

で
の
女
性
理
事
登
用
や
土
地
改
良
区
職
員
の

確
保
な
ど
土
地
改
良
区
の
運
営
に
関
す
る
課

題
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
畑
地

化
促
進
に
関
し
て
は
、
点
在
す
る
畑
地
の
集

約
に
向
け
た
事
業
制
度
や
不
要
と
な
っ
た
水

利
施
設
の
撤
去
へ
の
支
援
策
、
土
地
改
良
事

業
の
整
備
水
準
、
協
力
金
の
返
還
事
案
に
つ

い
て
の
確
認
な
ど
、
多
く
の
質
問
、
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　

本
会
で
は
、
土
地
改
良
区
が
抱
え
る
課
題

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
制
度
上
で
の
対
応

等
を
国
・
道
に
確
認
す
る
と
と
も
に
、
土
地

改
良
区
の
運
営
基
盤
強
化
に
向
け
た
意
見
・

要
望
に
つ
い
て
は
今
後
、
意
見
集
約
を
図
っ

て
、
必
要
な
対
策
を
国
に
求
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
本
会
は
３
月
１
日
、
本
会
会
議
室
で
管
理

運
営
体
制
強
化
委
員
会
と
受
益
農
地
管
理
強

化
委
員
会
の
両
委
員
会
を
開
き
、
任
期
満
了

に
伴
う
委
員
長
・
副
委
員
長
の
互
選
と
土
地

改
良
施
設
の
適
切
な
管
理
や
農
地
の
効
率
的

利
用
を
図
る
た
め
の
６
年
度
事
業
計
画
等
に

つ
い
て
協
議
し
、
提
案
通
り
承
認
し
た
。

　

管
理
運
営
体
制
強
化
委
員
会
で
は
、
正
副

委
員
長
の
互
選
が
行
わ
れ
、
委
員
長
に
は
榎

本
好
男
・
て
し
お
が
わ
土
地
改
良
区
理
事
長
、

副
委
員
長
に
は
大
滝
崇
夫
・
恵
庭
土
地
改
良

区
理
事
長
が
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、４
年
度
収
支
決
算
を
報
告
し
、

５
年
度
の
収
支
決
算
見
込
み
と
土
地
改
良
施

設
の
診
断
や
相
談
業
務
等
の
事
業
実
績
、
６

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

協
議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

　

ま
た
、受
益
農
地
管
理
強
化
委
員
会
で
は
、

正
副
委
員
長
の
互
選
が
行
わ
れ
、
委
員
長
に

は
酒
井
誠
一
・
狩
場
利
別
土
地
改
良
区
理
事

長
、
副
委
員
長
に
は
桂
一
照
・
栗
山
土
地
改

良
区
理
事
長
が
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、４
年
度
収
支
決
算
を
報
告
し
、

５
年
度
の
収
支
決
算
見
込
み
と
換
地
事
務
指

導
や
換
地
技
術
者
の
活
動
状
況
等
の
事
業
実

績
、
６
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
に

つ
い
て
協
議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

　

正
副
委
員
長
以
外
の
委
員
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
）。

【
管
理
運
営
体
制
強
化
委
員
会
】

（
委
員
）

▽
濱
口
大
志
（
北
海
道
開
発
局
農
業
水
産
部

農
業
計
画
課
長
）
▽
高
山
洋
人
（
北
海
道
農

政
部
農
村
振
興
局
農
業
施
設
管
理
課
指
導
管

理
担
当
課
長
）
▽
酒
井
誠
一
（
狩
場
利
別
土

地
改
良
区
理
事
長
）
▽
阪
口
徳
幸
（
新
十
津

川
同
）
▽
山
浦
泰
（（
株
）
日
本
政
策
金
融

公
庫
札
幌
支
店
農
林
水
産
事
業
副
事
業
統
轄
）

【
受
益
農
地
管
理
強
化
委
員
会
】

（
委
員
）

▽
濱
口
大
志
（
北
海
道
開
発
局
農
業
水
産
部

農
業
計
画
課
長
）
▽
酒
井
秀
明
（
札
幌
法
務

局
民
事
行
政
部
首
席
登
記
官
）
▽
川
畑
恭
章

（
北
海
道
農
政
部
農
村
振
興
局
農
業
施
設
管

理
課
長
）
▽
榎
本
好
男
（
て
し
お
が
わ
土
地

改
良
区
理
事
長
）▽
山
本
宏（
新
え
べ
つ
同
）

▽
荒
木
俊
彦
（
オ
ロ
ロ
ン
同
）
▽
臼
田
輝
和

（
北
海
道
農
政
部
農
村
振
興
局
農
業
施
設
管

理
課
課
長
補
佐
（
事
業
用
地
））

  2月14日に開いた土地改良区参事・事務局長会議

令
和
６
年
度
事
業
計
画
等
を
協
議

管
理
運
営
体
制
強
化
、
受
益
農
地
管
理
強
化

�

の
両
委
員
会
を
開
催

土
地
改
良
区
が
抱
え
る
課
題
な

ど
を
共
有

土
地
改
良
区
参
事
・
事
務
局
長
会
議
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応募期限 令和6年4月末日まで（当日消印有効）
応募資格 どなたでもご自由に応募頂けます。
 未発表作品（他のコンテストを含め過去に
 応募した作品は審査対象外）、応募者が
 撮影した作品に限ります。
賞 ●金賞3点（5万円）
 ●銀賞3点（3万円）
 ●銅賞5点（2万円）
 ●協会賞3点（2万円）
 ●特別賞　圃場景観賞1点（2万円）
 　　　　　作物の花賞1点（2万円）
 ●佳作若干（1万円）

入賞発表 令和6年6月3日（協会ホームページに掲載）

規　　定　〈プリントでの応募の場合〉
●四つ切り（25.4㎝×30.5㎝）又はA4（21.0㎝×29.7

㎝）サイズで郵送してください。
〈画像データでの応募の場合〉
●JPEG形式で、四つ切り又はA4サイズで印

刷可能な解像度データをCD-R等に保存
の上、郵送してください。尚、画像加工した
写真は応募できません。

〈注意事項〉
●撮影日は令和4年1月1日（2022年）以降のものに限ります。
●撮影場所は北海道内に限ります。
●応募枚数5作品までとします。（組写真は不可）
●作品に人物が写っている場合、その肖像権の侵害などの

責任は負いかねます。応募に際しては必ず本人の了承を得て下
さい。

●組写真及び規定サイズ（四つ切り又はA4サイズ）以外の写真
は審査の対象から外れますのでご注意下さい。

●出品作品には作品の表題・撮影場所・風景内容・撮影年月日
と撮影者の氏名・郵便番号・住所・年齢・職業・電話番号を協
会ホームページの募集ポスター又は公募チラシの裏面様式に
基づき記入し、写真裏面中央に貼付けて下さい。（画像データ
で応募される場合は、画像毎にわかるように応募票を提出して
下さい。）

●応募作品の著作権は主催者側に帰属し、作品の返却は致しま
せん。

作品の提出先
一般社団法人 北海道土地改良設計技術協会 
広報委員会宛
〒060‒0807  札幌市北区北7条西6丁目  NDビル8F
Tel. 011‒726‒6038
ホームページアドレス　http://www.aeca.or.jp/

★ご応募いただいた
皆様全員に御礼としまして、
2024年の応募作品
を主体に作成した

「2025年 北の農村カレンダー」を、
無料進呈させていただきます。

募集要項

作品募集期間

第38回「豊かな農村づくり」写真展

第37回「豊かな農村づくり」写真展　
応募作品　
1.白と白のデュオ〈稚内市〉
2.秋風に吹かれて〈北斗市〉
3.晩秋パッチワーク〈芽室町〉
4.美しき畝〈真狩村〉
5.豊作を祈る〈士幌町〉
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主　　催： （一社）北海道土地改良設計技術協会
後　　援： 北海道開発局

令和6年4月末日まで
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第37回「豊かな農村づくり」写真展の開催
（令和5年4月末までの募集作品）
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